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・屋外⽤⽊製家具は、カビや腐敗、表⾯の変⾊の
原因となるほこりやその他の汚れを取り除く
ために、定期的に清掃する必要があります。

・汚れは、家具に残るシミがつく前に、必ず
素早く取り除いてください。

・⽇焼け⽌めクリームなどの液体を直射⽇光の
当たる場所に放置すると家具の表⾯にシミが
つくことがあるので、付着した際は必ず拭き
取ってください。

・時間の経過とともに家具の表⾯が傷む原因に
なるため、⾬や雪で濡れた場合は拭き取って
ください。

・⿃の糞は、腐⾷やシミの原因になりますので、
すぐに拭き取ってください。

・製品は常に周囲の環境から影響を受けており、
ある程度の変⾊は想定されています。

・家具を移動する際は、床や脚、取り付け部を
傷つけないように、引っ張ったり押したり
せず、持ち上げるようにしてください。

・すべてのネジを定期的に点検し、数週間毎に
締め直すことをお勧めします。

・
テ

・

具の上に⽴つなどの不適切な使⽤は避けて
 ください。

・鋭利なもので表⾯を傷つけたりしないように
注意してください。

・⾊むらが出ることがあるので、テーブルクロス、
クッション、プレースマットなどで表⾯を
部分的に覆わないようにしてください。

清掃とお⼿⼊れ

⽔性ラッカー⽔または⽔で薄めた中性洗剤を清潔な
布に含ませて絞ってから拭いてください。残った洗
剤は、すぐに清潔な乾いた布で拭き取ってくださ
い。シリコンを含む洗剤は汚れを閉じ込めてしま
い、汚れが取れにくくなるため使⽤しないでくださ
い。軟⽯鹸やスピリット、テレビン油、アセトンな
どの溶剤は絶対に使⽤しないでください。表⾯を傷
める可能性があるため、アルコールを含むクリーニ
ング⽤品を使⽤しないでください。クレンザーク
リームや研磨パッドを使うと傷がつく恐れがあるた
め、使⽤しないでください。

樹液
樹液のにじみ出しは、パイン材では⾃然な現象で
す。天然素材の特性として、気温が35度以上にな
ると⽊材から樹脂が出ることがあります。樹脂が乾
いて酸化し、⽩い結晶のような粉になるまで放置し
ます。乾燥した樹脂は、硬いナイロンや天然⽑のブ
ラシで取り除き、残留物は布で拭き取ります。

注意:   素材の特性上、気温が35度以上になった場合や直射
日光、高温多湿状況において上記の症状が発生する可能性
がございます。そのため、日本の気候での屋外使用は推奨
しておりません。ご了承ください。

⽊製家具の収納⽅法
家具の寿命は、天候や使⽤⽅法によって異なりま
す。冬の間は涼しく⾵通しの良い場所に保管し、カ
ビや腐敗が発⽣しないように傷や衝撃から保護する
ことをお勧めします。冬期保管のために家具を⽚付
ける前に、家具が完全に乾いていることを確認して
ください。物置やガレージなど屋内に収納できない
場合は、雪や⾬が⽊に当たらないようにカバーをか
けてください。敷物で覆う場合は、変⾊やカビ、腐
敗を防ぐために、敷物と⽊材が接触しないように
し、空気の通り道を作ってください。
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